
理科 1 

 

第２学年理科学習指導案 

授業者 中沢 公士 

 

１． 単元名 単元３ 「電流とその利用 １章『電流と回路』」 

 

２． 単元の目標 

   ・回路に流れる電流や回路に加わる電圧についての規則性、電圧と電流の関係、電力の違いによって発

生する熱や光などの量の違いについて理解するとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身

に付ける。【知識及び技能】 

   ・回路に流れる電流や回路に加わる電圧についての規則性、電圧と電流の関係、電力の違いによって発

生する熱や光などの量の違いについて見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験を行い、回

路に流れる電子に着目して実験結果を分析して解釈し、規則性を見出して、表現することができる。

【思考力、判断力、表現力】 

   ・回路に流れる電流に関する事物・事象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を高めるとと

もに、自然現象を総合的に見ることができるようになる。【学びに向かう力、人間性】 

 

３． 単元について 

（１） 単元観 

 小学校では、第３学年において「電気の通り道」において、電気を通すつなぎ方と通さないつな

ぎ方があること、電気を通す物と通さない物があることについて学習している。本単元では、理科

の見方・考え方を働かせ、回路に流れる電流に関して問題を見出し見通しをもって実験を行い、そ

の結果を分析して解釈し、規則性を見出させ、日常生活や社会と関連付けて理解させるとともに、

回路に流れる電流に関する観察、実験の技能を身に付けさせることが主なねらいである。 

（２） 生徒観 

 本学級の生徒（男子１５名、女子２１名、計３６名）は、

課題に対して誠実に取り組む生徒が多い。少人数グループ

で意見を交換する際に、活発に意見交換を行い、課題の解

決に取り組む様子が見受けられる。一方で、学級全体での

意見発表については、周囲の様子を気にしたり、自分の意

見に自信がなかったりと、自分や班の意見を言わない、ま

たは、発表する生徒が限られていることが多い。２０２４

年６月に第２学年全員を対象として、高見・木下(2017)が開発した批判的思考尺度を用いて調査を

行ったところ、表１に示す結果が得られた。この結果は，昨年度 11 月に，学年全体に実施した調

査結果と概ね符合するものであった。批判的思考尺度から捉えたとき，「他者との関わり」および「多

面的な思考」は他の項目よりも相対的に高い傾向にある，ということが生徒の特徴であると言える。

しかし，この特徴は生徒の自己評価に基づいて導き出されたものであるため，記述内容に注目して

実態把握の妥当性を高めたい。 

（３） 指導観 

 科学的な理解に基づき、自分自身の生活や考え方について批判的に捉えて意思決定できる生徒を

育成したい。そのために、本実践では、図１の①のように電気代の節約という実生活・実社会の課

題と関係づけて学習課題を設定するとともに、図２の②のように学習した内容に基づいて「電気代

を抑えるための工夫」について考える場面を設ける。また、「電気代を抑えるための工夫」を考える

場面では、班の交流を通して、省エネルギー化という観点から自分の生活や考え方を見直すことを

促す。これまでの理科授業では、探究の過程で働かせる批判的思考に注目してきたが、それを実生

活・実社会の文脈に位置付けることで、新たな価値を創造する生徒の育成を目指したい。 

表１ 批判的思考の実態調査の結果 

因子 平均得点 

他者との関わり 4.25 

探究的な思考 4.10 

多面的な思考 4.28 

反省的な思考 4.09 

健全な懐疑心 3.13 
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図１ 考案したワークシート（第１２・１３時使用） 

 
 

 

図２ 考案したワークシート（第１３・１４時使用） 

 

② 

① 
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４． 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力、人間性 

 回路に流れる電流や回路に加

わる電圧についての規則性、電

圧と電流の関係、電力の違いに

よって発生する熱や光などの量

の違いについて理解するととも

に、それらの観察、実験などに

関する技能を身に付ける。 

回路に流れる電流や回路に加

わる電圧についての規則性、電

圧と電流の関係、電力の違いに

よって発生する熱や光などの量

の違いについて見通しをもって

解決する方法を立案して観察、

実験を行い、回路に流れる電流

や回路に加わる電圧についての

規則性、電圧と電流の関係、電

力の違いによって発生する熱や

光などの量の違いを見出して、

表現することができる。 

回路に流れる電流に関する事

物・事象に進んで関わり、科学

的に探究しようとする態度を高

めるとともに、自然現象を総合

的に見ることができるようにな

る。 

 

 

５． 指導と評価の計画（全時間） 

時 学習活動 
重

点 

記

録 
評価規準 

 
【事前調査】 

 ・批判的思考に関する質問に回答する。 

  
 

１ 

【回路を構成するもの】 

・生活の様々な場面で電気が使われていることを考え、回路を実際

につくり、回路を構成しているものを確認する。 

態  
・回路を実際につくり、回路を構成してい

るものを確認しようとしている。 

２ 

【電流の測定】 

・回路の各点を流れる電流を調べる実験を通して、電流計の使い方

を理解し、回路の各点を流れる電流の規則性を見出して表現する。 

技 ○ 
・回路の各点を流れる電流を正しく測るこ

とができる。（行動観察・記述分析） 

３ 

【直列回路や並列回路を流れる電流（実験）】 

・直列回路と並列回路の各点を流れる電流を正確に測定し、誤差が

生じる理由について考える。 

技  

・回路の各点を流れる電流を正しく測るこ

とができる。 

・測定誤差に注意し、厳密に同じにならな

いことを理解する。 

４ 

【直列回路や並列回路を流れる電流（考察と学習の整理）】 

・実験結果から考えられることをグループで共有し、結論づける。 

・直列回路や並列回路を流れる電流の規則性について理解する。 

思 ○ 

・各点を流れる電流の測定値から、直列回

路では、電流の大きさはどこも等しいこ

と、並列回路では道筋が枝分かれしてい

る部分の電流の大きさの和は、枝分かれ

していない部分の電流の大きさと等しい

ことを見出し、文章で表現することがで

きる。（行動観察・記述分析） 

５ 

【電圧の測定】 

・電圧計の使い方を理解し、回路の各区間に加わる電圧を正確に測

定することができる。 

技 ○ 
・回路の各区間に加わる電圧を正しく測る

ことができる。（行動観察・記述分析） 

６ 

【直列回路や並列回路に加わる電圧（実験）】 

・直列回路と並列回路の各区間に加わる電圧を正確に測定し、誤差

が生じる理由について考える。 

技  

・回路の各区間に加わる電圧を正しく測る

ことができる。 

・測定誤差に注意し、厳密に同じにならな

いことを理解する。 

７ 

【直列回路や並列回路に加わる電圧（考察と学習の整理）】 

・実験結果から考えられることをグループで共有し、結論づける。 

・直列回路や並列回路の各区間に加わる電圧の規則性について理

解する。 

思 ○ 

・各区間に加わる電圧の測定値から、直列

回路では、それぞれの豆電球に加わるで

夏の大きさの和が、電源または回路全体

の電圧の大きさに等しいこと、並列回路
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では、それぞれの豆電球に加わる電圧の

大きさは電源または回路全体の電圧の大

きさに等しいことを見出し、文章で表現

することができる。（行動観察・記述分析） 

８ 
【電流と電圧の関係（実験）】 

・電熱線に加える電圧を変えたときの電流の大きさを調べる。 
技 ○ 

・電流と電圧の関係をグラフで表すことが

できる。（行動観察・記述分析） 

９ 

【電流と電圧の関係（考察と学習の整理）】 

・実験結果の分析を通して、電熱線に加わる電圧と流れる電流は、

どのような関係になっているかを見出す。 

・実験結果の分析を通して、太さの違う電熱線を流れる電流の大き

さにどのような違いがあるかを見出す。 

思 ○ 

・実験結果の分析を通して、電熱線に流れ

る電流は加わる電圧に比例することを見

出すことができる。 

・実験結果の分析を通して、太さの違う電

熱線を流れる電流の大きさは電熱線によ

る電流の流れにくさに関係していること

を見出すことができる。 

10 

【オームの法則を用いた計算】 

・オームの法則を用いた計算練習を行う。 

・導体、不導体（絶縁体）、半導体について理解する。 

技  
・オームの法則を用いた基本的な計算がで

きる。 

11 

【直列回路や並列回路の全体の抵抗】 

・直列回路や並列回路の全体の抵抗の規則性について理解するこ

とができる。 

知  

・直列回路では、各抵抗の和が全体の抵抗

になること、並列回路では、各抵抗の値よ

り全体の抵抗の方が小さくなることを理

解することができる。 

12 

本

時 

【電熱線から発生する熱量と、電力や電流を流す時間との関係につ

いての仮説設定】 

・ドライヤーによる髪の乾き方に注目して、電熱線から発生する熱

量と、電力や電流を流す時間との関係について仮説を設定する 

思 ○ 

・自分や他者の仮説の不足している部分に

気づきを、仮説を設定している。（行動観

察・記述分析） 

13 

【電熱線から発生する熱量と、電力や電流を流す時間との関係につ

いての実験・考察】 

・電流を流した時間と水の上昇温度の関係、電力と５分後の水の上

昇温度の関係を明らかにする実験を行い、グラフをかく。 

・実験結果の分析を通して、電流を流した時間と水の上昇温度の関

係、電力と５分後の水の上昇温度の関係を見出す。 

技 ○ 

・電流を流した時間と水の上昇温度の関係、

電力と５分後の水の上昇温度の関係をグ

ラフで表すことができる。 

・水の上昇温度は、電流を流した時間に比

例するとともに、電力にも比例すること

を見出すことができる。 

14 

【電熱線から発生する熱量と、電力や電流を流す時間との関係につ

いての学習の整理と「電気代を抑えるための工夫」について考える】 

・班の交流を通して、省エネルギー化という観点から自分の生活や

考え方を見直す。 

思 ○ 

・他者の良い意見の発見を通して、自身の

意見と比較し、科学的な理解に基づいて

判断することができる。 

 
【事後調査】 

 ・批判的思考に関する質問に回答する。 
   

 

６． 全体研究との関わり 

全体研究における重点課題と本時との関わりは以下のとおりである。 

  課題（ⅰ） 

    「批判的思考を促すワークシート」に、実生活・実社会の課題と関係づけて学習課題を設定すること、

学習した内容に基づいて「電気代を抑えるための工夫」について考えることについての修正を施した。

これらをワークシートに設けることで、実生活における課題意識を持ち、自身の生活において批判的な

思考を働かす視点を設けることができる。また、良い意見の発見を促し、自身の意見と比較することで

自身の意見に対する反省的な思考を働かせる契機としていきたい。 

  課題（ⅱ） 

    新たに「教師による評価」を加えて変容を把握していきたい。生徒の自己評価だけでなく、教師によ

る評価も加えて年間を通した生徒の変容を評価していく（１１月の中等研究会にて一部報告予定）。 
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７． 本時の授業 

（１） 日時：令和６年７月５日（金）５時間目 

（２） 場所：山梨大学教育学部附属中学校 第一理科室 

（３） 題材名：「電流とそのエネルギー」 

（４） 本時の目標 

 ○電熱線から発生する熱量と、電力や電流を流す時間との関係について、仮説を文章で表現する

ことができる。 

（５） 本時の展開 

過程 
学習活動 

・予想される生徒の反応 
教師の指導・支援 

評価規準と 

評価方法 

導入 

１５分 

１． ひと月の消費支出に対する割合で最も

高いものは何かを考え、発表する。 

・電気代 ・住宅費  ・食費 

 

 

 

２． 電気代を抑えるためにどのような工夫

するかを問い、ワークシートに記述す

る。 

・あまり使わないようにする。 

・使う時間を短くする。 

 →その分電気代がかかるから 

 

３．１２００W と１５００W のドライヤー

では、電気代を抑えるという点で考え

たとき、どちらを使うか考える。 

  ・数字が小さい方が消費電力は小さい

と思う。 

 

 

 

 

○図の提示 

（https://pps-net.org/ 

Energyprice） 

○グラフから電気代が最も割合が

大きいことを読み取らせる。 

 

○ワークシートをロイロノートで

配布する。 

 

 

 

 

 

○電力、電気エネルギーについて説

明した上で進める。 

 

○消費電力を大きくすることで、早

く髪が乾き、使う時間を短くする

ことができることに注目させる。 

 

 

 

 

 

展開 

３０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．電熱線と熱量について、説明を聞く。 

 

 

 

 

 

５．２つの要因（電力と電流を流す時間）に

おける、必要な条件制御（電力、電流を

流す時間、水の最初の温度、回路のつな

ぎ方）を考える。 

 

○電熱線がドライヤーに入ってい

ること、電熱線から熱が発生して

いることを説明する。 

○熱量を水の温度上昇に置き換え

ることを理解させる。 

 

○電流を流す時間を変える場合、電

力、水の量、水の最初の温度、回

路のつなぎ方を変えない。電力を

変える場合、電流を流す時間、水

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題：電熱線から発生する熱量は、電力や電流を流す時間とどのように関係しているのだろうか。 
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６．個人で仮説設定を行う。 

  ○熱量と電力の関係性について 

  ○熱量と電流を流す時間の関係性につ

いて 

   この２つに分けて仮説を立てる。 

   

７．４人班で仮説を共有し、自分が納得のい

く仮説を立てる。 

 

 

 

 

 

の量、水の最初の温度、回路のつ

なぎ方を変えない。 

 

 

 

 

 

 

○班の人の仮説設定の理由に注目

させる。 

○他者の意見に対して、「なるほど」

「どうして？」と思ったものをワ

ークシートに記載するよう伝え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自分や他

者の仮説

の不足し

ている部

分に気づ

き、仮説を

設定して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

５分 

８．本時の振り返りを行う。 

９．次回の実験についての確認をする。 

○自分の考えの変化に着目させ、学

習過程と関連付けて振り返らせ

る。 

 

 

 

（６） 本時の評価 

本時の評価基準 

「おおむね満足できる」

（B）と判断される生徒

の状況 

○熱量と消費電力、電流を流す時間の関係性を仮説として文章で表現

することができる。 

「努力を要する」（C）と

判断される生徒への支援 

○電化製品で熱を発生させるものに注目させ、発生する熱量と電流を

流す時間について考えさせる。 

 

 

仮説②：電熱線から発生する熱量と電流を流す時間には、 

電流を流す時間を長くすると熱量が大きくなる 

という関係性がある。 

仮説①：電熱線から発生する熱量と電力には、 

消費電力が大きくなると熱量が大きくなる 

という関係性がある。 


